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委
員
か
ら
、�

　
①
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ

る
た
め
、
指
定
管
理
者
選
定
等

審
査
委
員
会
で
は
専
門
家
や
市

民
の
意
見
を
反
映
す
べ
き�

　
②
指
定
管
理
者
の
管
理
が
劇

場
の
使
用
許
可
や
維
持
管
理
な

ら
、
行
革
の
観
点
か
ら
も
、
指

定
管
理
者
は
公
募
に
し
経
費
節

減
に
努
め
る
べ
き�

　
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。�

　
こ
れ
に
対
し
執
行
部
か
ら
、�

　
①
指
定
管
理
者
導
入
の
適
否

等
を
検
討
す
る
審
査
委
員
会
は
、

施
設
の
規
模
や
公
募
の
適
否
な

ど
を
考
慮
し
必
要
に
応
じ
て
専

門
家
や
市
民
の
参
加
も
可
能
で

あ
り
、
結
果
と
し
て
市
民
の
声

も
反
映
さ
れ
る�

　
②
開
館
以
来
管
理
を
委
託
し
て
い

る
協
議
会
に
は
、
集
客
や
施
設
の
維

持
管
理
等
に
つ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積
が
あ
る
。
申
請
が
あ
れ
ば
、
今
後

の
管
理
運
営
の
在
り
方
を
計
画
書
と

し
て
提
出
さ
せ
、
今
以
上
の
効
果
が

判
断
で
き
れ
ば
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
議
案
を
提
出
し
た
い�

　
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。�

���

　
牧
山
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
（
市
民

農
園
）
の
平
成
16
年
度
入
園
率
が
平

均
五
三
・
三
％
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
委
員
か
ら
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
将
来
的
に
民
間
に
管
理
を
移

管
す
る
こ
と
は
、
入
園
率
の
向
上
と�

�����������������

い
う
よ
り
本
市
の
関
与
を
縮
小
す
る

思
惑
に
思
え
不
安
だ
が
、
意
欲
は
あ

る
の
か
、
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。�

　
こ
れ
に
対
し
執
行
部
か
ら
、
現
在

の
管
理
運
営
団
体
優
先
で
は
な
く
公

募
も
検
討
し
て
い
る
。
当
施
設
は
地

域
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
始
め
た

経
緯
も
あ
り
、
当
面
は
市
直
営
と
す

る
が
、
今
後
、
地
元
協
議
を
行
い
、

入
園
率
向
上
に
向
け
調
整
し
た
い
、

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。�

　
さ
ら
に
委
員
か
ら
、
安
易
に
指
定

管
理
者
制
度
導
入
を
決
定
せ
ず
、
地

域
と
相
談
し
な
が
ら
、
現
状
を
踏
ま

え
し
っ
か
り
議
論
す
べ
き
、
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。�

����

　
平
成
17
年
度
岡
山
市
駅
元
町
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
費
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）
ほ
か
四
十
一
件

の
議
案
が
付
託
さ
れ
、
二
議
案
が
賛

成
多
数
で
、
そ
の
他
の
議
案
は
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。�

���

　
暴
力
団
員
の
市
営
住
宅
等
の
使
用

制
限
に
よ
る
一
般
入
居
者
の
安
全
と

平
穏
な
生
活
の
確
保
や
、
明
け
渡
し

請
求
手
続
き
の
明
文
化
、
連
帯
保
証

人
の
債
務
の
範
囲
の
設
定
等
の
た
め

の
三
件
の
条
例
改
正
に
つ
い
て
委
員

か
ら
、
一
般
居
住
者
の
住
環
境
を
守

る
趣
旨
か
ら
改
正
は
有
意
義
だ
が
、

暴
力
団
員
か
否
か
の
判
断
に
当
た
り
、

入
居
者
の
個
人
情
報
保
護
へ
の
配
慮

を
、
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。�

　
さ
ら
に
委
員
か
ら
、�

　
①
運
用
に
当
た
り
担
当
職
員
任
せ

で
は
小
規
模
工
事
と
同
様
の
問
題
が

発
生
す
る
懸
念
が
あ
る
。
警
察
と
の

連
携
を
強
化
し
、
市
全
体
の
問
題
と

と
ら
え
、
組
織
と
し
て
対
応
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い�

　
②
今
回
の
条
例
改
正
を
機
に
、
安

全
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
ほ
し
い�

　
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。�

　
こ
れ
に
対
し
執
行
部
か
ら
、�

　
①
小
規
模
工
事
問
題
を
契
機
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
務
執
行
手
続
き
を
見

直
し
、
職
員
一
同
、
組
織
で
の
対
応

方
法
を
学
び
、
二
度
と
同
様
の
問
題

が
発
生
し
な
い
よ
う
努
め
て
い
る�

　
②
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
今
後
、
地
元
・
警
察
と
一
体

的
に
進
め
た
い�

　
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。�

���

　
駅
西
口
の
リ
ッ
ト
シ
テ
ィ
ビ
ル
の

事
業
費
確
定
に
伴
う
、
二
億
九
千
万

円
余
の
減
額
に
関
連
し
て
委
員
か
ら
、

現
在
本
市
が
取
得
し
て
い
る
ホ
テ
ル

保
留
床
の
売
却
に
当
た
っ
て
は
市
民

に
不
利
益
を
生
じ
な
い
よ
う
、
可
能

な
限
り
高
く
売
却
す
る
よ
う
努
力
し

て
ほ
し
い
、
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。�

����

　
平
成
17
年
度
岡
山
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
）
に
つ
い
て
一
件

の
議
案
が
付
託
さ
れ
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。�

���

　
一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
下
日
近

地
区
の
農
地
高
度
利
用
促
進
事
業
に

係
る
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
費
四
百

万
円
余
は
、
足
守
土
地
改
良
区
が
事

業
の
主
体
と
な
る
ほ
場
整
備
計
画
地

内
で
、
古
墳
及
び
製
鉄
関
連
遺
跡
が

確
認
さ
れ
、
設
計
変
更
等
で
も
原
状

保
存
が
図
れ
な
い
部
分
に
つ
い
て
発

掘
調
査
を
行
う
も
の
で
、
委
員
か
ら
、

記
録
保
存
に
必
要
十
分
な
調
査
費
用

を
確
保
し
て
い
る
の
か
、
と
の
質
問

が
あ
っ
た
。�

 

こ
れ
に
対
し
執
行
部
か
ら
、
実
際

に
発
掘
調
査
を
し
な
い
と
分
か
ら
な

い
要
素
は
あ
る
が
、
周
辺
遺
跡
の
状�

���������������

況
、
計
画
エ
リ
ア
で
の
確
認
調
査
結

果
、
詳
細
な
地
形
観
察
等
を
踏
ま
え

た
発
掘
調
査
計
画
で
あ
り
、
現
在
ま

で
の
経
験
則
に
基
づ
け
ば
調
査
を
行

う
こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
、
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。�

建
設
委
員
会�

文
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委
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会�

ク
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ガ
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�

条
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一
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�

�

市
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�
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